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2026 年 7 月 9 日（木） 

 

 

ポスター閲覧・討論 (3F・4F セミナー室) 

13：30 ～ 20：40    ポスター展示 

 

16：00 ～ 16：35    ポスター討論 

P-1, 5：16:00 ～ 16:07 

P-2, 6：16:07 ～ 16:14 

P-3, 7：16:14 ～ 16:21 

P-4, 8：16:21 ～ 16:28 

 

 

一般講演 (3F 講堂) 
 

17:30 ～ 17:50 

O-1   ：17:30 ～ 17:40 

0-2   ：17:40 ～ 17:50  

 

 

 

・ポスターの掲示は 12時～13時 30分に行ってください。 

・ポスター討論の時間帯は、発表者はポスターの前に立ってください。 

・ポスターの発表時間は、口頭発表 5分、質疑応答 2分です。 

・一般演題の発表時間は、口頭発表８分、質疑応答２分です。 

・上記記載の発表時間は目安です。多少前後する可能性があります。 

・学部学生(P-1, 2, 3, 4, O-1)・高校生(P-5)・大学院生(P-6, 7)の各発表者の中から， 

それぞれ優秀発表賞，さらに全発表者から最優秀発表賞を選考し,17：50からの表彰式で 

表彰します。 

 



ポスター発表 

 

P-1  Quantitative Analysis of Tetrahydrobiopterin (BH4) in the Trigeminal Ganglion 

Following Infraorbital Nerve Constriction (IONC) Using Liquid Chromatography–

Tandem Mass Spectrometry (LC-MS/MS). 

      ○葉坂ひめ１,Fannisa Afrilyana Ulzanah２,Yaozheng Wang２,小池一幸２,生田目大介２ 

大島正充２,松香芳三２ 

   １ 徳島大学歯学部歯学科３年 

   ２ 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬合再建学分野 

    

Abstract:  

Neuropathic orofacial pain is a chronic pain condition that involves molecular 

alterations in the peripheral nervous system, particularly within the trigeminal 

ganglion (TG). Tetrahydrobiopterin (BH4) is an essential cofactor in 

neurotransmitter synthesis. Previous studies have demonstrated that increased BH4 

levels significantly contribute to neuropathic pain mechanisms by upregulating BH4 

synthesis genes. These studies highlighted the transcriptional regulation of the 

BH4 synthesis pathway in the TG in association with pain modulation. This study 

aimed to quantify BH4 concentrations in the trigeminal ganglion following 

infraorbital nerve constriction (IONC) in rats using Liquid Chromatography–Tandem 

Mass Spectrometry (LC-MS/MS). Male Sprague-Dawley rat model of neuropathic pain was 

established by infraorbital nerve constriction (IONC). Mechanical sensitivity was 

assessed using von Frey filaments applied to the whisker pad region to evaluate the 

development of neuropathic pain following nerve injury. Trigeminal ganglion samples 

were homogenized to release BH4 and followed by derivatization process. BH4 levels 

were quantified using LC-MS/MS. The results demonstrated IONC IPSI Group, head 

withdrawal threshold were significantly (p<0.001) decrease after 3,7 and 14 days 

compared on the contralateral side and naïve group. Notably, BH4 concentrations in 

IONC Group were significantly (p<0.05) increase on Day-7 and day-14 compared with 

Day-3, indicating a temporal correlation between BH4 elevation and neuropathic pain 

progression. These findings extend previous gene-based studies by linking BH4 

metabolic alterations to behaviour pain outcomes, highlighting BH4 as a potential 

therapeutic target for trigeminal neuropathic pain. Future investigation will 

include LC-MS/MS-based quantification of BH2 to clarify the contribution of BH4/BH2 

redox balance to the neuropathic pain mechanism.(動物実験委員会番号: T2023-90) 

 



P-2 レジン添加型グラスアイオノマーセメントの接着界面での気体発生と剥離 

〇渥美孝祐ハディ１,武川(宇山)恵美２,関根一光２,濵田賢一２ 

   １ 徳島大学歯学部歯学科５年 

   ２ 徳島大学大学院医歯薬学研究部生体材料工学分野 

 

抄録： 

歯科用セメントで強固に接着された被着物を歯質の損傷なく除去するには，必要に応じて

接着力を低下できるスマート・セメントが必要である．本研究では，レジン添加型グラスア

イオノマー・セメント（RMGIC）で接着した Ti 板間に通電した際に，接着界面で生じる現象

を観察した．スライドガラス上に固定した Ti 板間に RMGIC を塗布し, 試料上部の余剰セメン

トを完全に除去したものをシリコーンオイルに浸漬して 19V，60 秒通電した試料では，カソ

ード側界面からの優勢な気体発生と，アノード側界面での僅かな気体発生を確認した．一方, 

余剰セメントを除去しなかった試料ではカソード側界面の剥離を確認した．水の電気分解時

にカソードで生じる水素量はアノードで生じる酸素量の２倍であり，生じた酸素の多くが Ti

表面での酸化 Ti生成に消費されることから，気体発生量が大きく異なったと考えられる．こ

の違いにより，カソード側で優先的に界面剥離が生じると考えられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P-3 日本とフィリピンにおける歯科教育の比較  

―サウスウエスタン大学への短期留学を通じて見えた臨床教育の相違― 

   〇元家由加梨１,野田万由２,津村庸成１,濱琉平１,Rodis Omar３,松香芳三４ 

   １ 徳島大学歯学部歯学科４年 

２ 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野 

３ 徳島大学大学院医歯薬学研究部国際口腔健康推進学分野 

４ 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬合再建学分野 

 

抄録： 

【目的】 

フィリピン・セブ市にあるサウスウエスタン大学歯学部への短期留学において講義・実習,

学外病院,行政の無料歯科治療を見学した.本発表では短期留学を通じて得られた知見をもと

に,日本とフィリピンの歯科教育,特に臨床教育の相違点と教育的意義を考察した. 

【方法】 

短期留学での講義・実習,学外病院および行政の歯科医療の見学などの内容を整理し,日本

の歯科教育と比較した. 

【結果】 

日本では,基礎的知識や技能修得を目的とした講義やファントム実習が中心である.一方,

フィリピンでは臨床症例に基づいた教育が多く,配当患者の研究用模型を用いた分析,無歯顎

患者に対し印象採得やフェイスボウ・トランスファーを行うなど実習時より患者に対しこれ

らを実施できる環境であり,学生と教員による双方向の議論が活発であった. 

【結論】 

フィリピンの歯科教育では,実際の患者を対象とした実践的な教育や教員と学生の双方向

の学習,地域医療活動への参加機会が積極的に取り入れられていた.これらは学生の臨床的思

考力や実践力の育成に寄与している可能性が考えられた.今後はこのような教育が学生の学

習意欲や臨床能力に及ぼす影響を検討する必要がある. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P-4 超薄型磁性アタッチメントの着脱角度が吸引力に与える影響 

     ○保居凌芽１,秋山琴音１,Adityakrisna Yoshi Putra Wigianto２,石田雄一２,渡邉 恵２ 

   １ 徳島大学歯学部歯学科３年 

   ２ 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎顔面補綴学分野 

 

抄録： 

【目的】 

磁性アタッチメント（Magnetic Attachment; MA）は，義歯の着脱方向に対して MAの平面

が垂直になるよう設置することで最大吸引力が発揮される．一方，患者の口腔内では，理想

的な位置に MAを設置できないことも多い．本研究では，新規に開発された超薄型磁性アタッ

チメント（超薄型 MA）の着脱方向が，吸引力に与える影響を調査することを目的とする． 

【方法】 

超薄型 MA の対照群として，従来サイズの MA（従来型 MA）についても評価を行った．それ

ぞれの MAの平面に対して，0°，15°，30°，45°で牽引し，各５回ずつ吸引力を測定した．

なお，吸引力は万能試験機を用いて測定し，ISO13017 に準拠して実施した．また，各角度に

おける吸引力の減少率（％）を算出した． 

【結果】 

着脱角度の増加に伴い，従来型 MA の吸引力は有意に低下した．超薄形 MA でも同様の傾向

を示したが，0°と 15°間のみにおいて有意差を認めなかった． 

【結論】 

超薄形 MA の設置は，着脱方向に対して 15°までなら本来の維持力を発揮できる可能性が

示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P-5 Na₂CO₃による唾液汚染後のタンパク質除去が 

ワンステップセルフエッチングシステムの象牙質接着に及ぼす影響 

     ○石原明依１,井内智貴２,伊田百美香２,保坂啓一２ 

   １ 徳島市立高等学校 

   ２ 徳島大学大学院医歯薬学研究部歯科保存学分野 

 

 

抄録： 

本研究では，Na₂CO₃を用いた Smear Layer Deproteinization（SLDP）がワンステップセル

フエッチング材 Universal Bond Quick 2（UBQ2）の象牙質接着に及ぼす影響を検討した.抜

去ヒト大臼歯象牙質に Original，NaOCl-SLDP，Na₂CO₃-SLDP を施し，人工唾液汚染の有無を

加えた６群で µTBS 試験および破断様式観察を行った.µTBS は人工唾液あり Original 群が最

も低く，NaOCl および Na₂CO₃の各群より有意に低値を示した.他群間に有意差はなかった.破

断様式では同群で界面破壊が多く，前処置群では混合破壊や凝集破壊が増加した.以上より，

Na₂CO₃-SLDP は NaOCl-SLDP と同程度に唾液汚染による接着阻害を改善し，UBQ2 の接着強度お

よび界面安定性の回復に寄与する可能性が示唆された.（倫理審査番号 4503） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P-6  D-プシコースが Streptococcus mutansの酸産生および 

バイオフィルム形成に及ぼす影響：予備的検討 

     〇大塚咲希１,大矢朋慧１,佐藤穂香２,Walid A.A.Ahmed３, 三木かなめ３, 須磨紫乃３ 

一ノ宮実咲１, 片岡宏介１，３ 

      １ 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健福祉学分野 

２ 徳島大学歯学部口腔保健学科４年 

３ 徳島大学大学院医歯薬学研究部予防歯学分野 

 

抄録： 

【目的】 

D-プシコースは,低カロリーの希少糖であり,う蝕原性の低い糖として注目されている.近

年、D-プシコースが Streptococcus mutans（Sm）のバイオフィルム形成,酸産生を促進しにく

いことが報告されている（Han S. et al., Front. Cell. Infect. Microbiol., 2025），本研

究では，栄養成分を抑えた TY（Tryptone-Yeast Extract）培地を用い，糖条件を単純化して

Sm に対する D-プシコースの影響を検討した. 

【方法】 

Sm ATCC 25175 株を用い,TY 培地のみを対照群(TY)とし,１%プシコース含有 TY 培地群

（１%P）,１%スクロース含有 TY 培地群(１%S)で 24 時間嫌気培養した.増殖曲線,培地 pH,ク

リスタルバイオレット染色によるバイオフィルム形成量を評価した. 

【結果】 

1％P では TY と同様の傾向を示した一方,１%S ではバイオフィルム形成および酸産生の増

加傾向が認められた. 

【結論】 

D-プシコースはスクロースと比較して, Sm の酸産生および付着性バイオフィルム形成を促

進しにくい可能性が示唆された .今後,生菌数,水不溶性グルカン量の測定を加え , 

D-プシコースのう蝕原性評価を進める予定である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P-7  Porphyromonas gingivalis由来 OMV の歯肉上皮バリア機能への影響 

      ○岩田泰億,植村勇太,仲村大輔,秋月皆人,稲垣裕司,湯本浩通 

     徳島大学大学院医歯薬学研究部歯周歯内治療学分野 

 

抄録： 

【目的】 

歯周病原細菌 Porphyromonas gingivalis（Pg）は,脂質二重膜から構成される OMV (Outer 

Membrane Vesicle)を産生し,歯周組織を構成する様々な細胞に影響を与える.本研究で

は,Pg-OMVが歯肉上皮の物理的および化学的バリア機能へ及ぼす影響について検討を行った. 

【材料と方法】 

Pg ATCC33277 株(wild-type),gingipain 欠失株と線毛欠損株の上清から OMV を精製し

た.Pg-LPS のエンドトキシン活性(LPS 100 ng/ml)を基準として,OBA-9細胞(ヒト歯肉上皮細

胞株)を刺激した.OMV で刺激後,物理的バリア機能として TEER(経上皮抵抗値)を測定

し,Cellular Adhesion Molecules（CAMs）の発現における TLR 経路の関与については TLR2と

TLR4阻害剤を用いて Western blot 法で調べた.また,化学的バリアとして抗菌ペプチド（BD-

2、カルプロテクチンやリポカリン）の産生を ELISA にて定量した. 

【結果と考察】 

TEERは,Pg-OMV 群では gingipain 欠損株群と比較して有意に低下した.TLR2や TLR4 阻害剤

では,両群において CAMs タンパク発現の抑制に変化は見られなかった.抗菌ペプチドの産生

は,Pg-OMV 群で有意に増加した.以上の結果から,Pg-OMV は歯肉上皮細胞に対して,OMV 内の

gingipain が TLR2/4 経路を介さずに CAMs を破壊すること,さらに,抗菌ペプチドの産生を誘

導することが示唆された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P-8 小児脳腫瘍における非コード RNA依存的代謝リプログラミング機構の解析 

     〇眞田洋平１,２,Ranjan J Perera２,工藤保誠１ 

   １ 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔生命科学分野 

   ２ Johns Hopkins All Children`s Hospital 

 

抄録： 

Group 3 medulloblastoma（G3 MB）は予後不良な小児悪性脳腫瘍であり，新たな治療標的

の同定が求められている．本研究では，G3 MB における腫瘍特異的 long non-coding RNA

（lncRNA）を探索し，その機能解析を行った．発現解析により同定した lncRNA-HLX-2-7 は，

G3 MB 細胞の増殖および生存に関与し，その抑制により腫瘍細胞の増殖能が低下した．さら

に，lncRNA-HLX-2-7は転写因子 HLXの発現制御を介して，ミトコンドリア代謝関連遺伝子群

の発現を制御することが示された．Seahorse細胞外フラックス解析では，lncRNA-HLX-2-7/HLX

軸の抑制により酸素消費速度の低下が認められ，酸化的リン酸化への関与が示唆された．ま

た，ミトコンドリア代謝の薬理学的阻害により G3 MB 細胞の増殖・生存が抑制された．これ

らの結果から，lncRNA-HLX-2-7/HLX 軸は G3 MBの代謝可塑性を制御する重要な分子機構であ

り，ミトコンドリア代謝は治療標的となる可能性が示唆された．(動物実験委員会番号: 

MO25C31) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

一般演題 

 

O-1 視認性および操作性向上を目的としたオーダ・メイド VR 歯磨きトレーニングシステムの

開発 

    〇山下琴音１,谷脇竜弥２,蔡 英品３,鈴木善貴２,石原由貴４,渡邊 毅５,水科晴樹３，６ 

松香芳三２, 山本健詞７ 

  １ 徳島大学理工学部理工学科医光/医工融合プログラム３年 

２ 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬合再建学分野 

３ 国立彰化師範大学 光電研究所 

４ 徳島大学大学院社会産業理工学研究部 

５ 徳島大学大学院医歯薬学研究部メディカル AI データサイエンス分野 

６ 信州大学繊維学部先進繊維・感性学科 

７ ポスト LEDフォトニクス研究所 

 

抄録： 

う蝕は依然として人口の 30％以上が罹患しており，適切な歯磨き習慣の定着が重要な課題

となっている.我々は，口腔内スキャナを用いて歯垢染色した歯列データを取得した後,VR 空

間上に再構築することにより，患者固有の歯垢沈着部位を臼歯部や舌側,口蓋側の死角まで可

視化し体験できるオーダ・メイド歯磨きトレーニングシステムを行っている.本研究では,VR

空間に投影された被験者の歯列の歯垢染色部位を仮想の歯ブラシでブラッシングし,歯垢を

除去していくだけの従来システムにおける被験者からのフィードバックを元にシステムの改

善を行った.従来システムでは，磨いている感覚を得にくい，歯垢染色部位の表示が不明瞭，

VR 酔いが生じるといった課題が確認された.そこで，歯ブラシ接触時にコントローラを振動

させる触覚フィードバック機能を追加するとともに，VR空間に置いてある歯モデル位置の調

整による VR 酔い軽減および歯垢染色部位の表示の視認性向上を行った.本学生４名を対象に

改善前後のシステムを比較評価した結果，磨いている感覚や歯垢染色の表示において改善す

ることにより,システムを肯定的に評価する被験者が見られた一方で，操作性の評価は被験者

によって分かれた.また，VR酔いについては大きな改善は確認されなかった.今後は，被験者

数を増やした評価実験を行い，操作性および視認性のさらなる向上を図る予定である.(倫理

審査委員会番号:23005) 

  

 



O-2 頭頸部扁平上皮癌における INHBA依存的 EMT 制御機構の解明 

     ◯山本清威１,八幡優梨子２,猿棒元陽１,毛利安宏１,工藤保誠１ 

   １ 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔生命科学分野 

   ２ 徳島大学歯学部歯学科４年 

 

抄録： 

頭頸部扁平上皮癌 (HNSCC)の転移は，患者予後を規定する最重要因子であり，浸潤はその

初期段階を担う．近年，完全な上皮間葉転換(EMT)ではなく，可塑性を保持した部分的上皮間

葉転換 (partial-EMT)が浸潤・転移に関与することが示唆されているが，その分子制御機構

は不明である．我々は，in vitro機能解析およびシングルセル RNA-seqデータの統合解析に

より，HNSCC 浸潤関連因子として INHBA を同定した．口腔癌細胞株 SKN-3 に INHBA を過剰発

現させた結果，E-cadherin 低下，N-cadherinおよび SNAI2 の発現亢進，増殖能・浸潤能亢進

が認められた．本研究では，INHBA 依存的な EMT 制御機構を解明し，HNSCC の新規治療標的と

しての妥当性を検証する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


